
JAN 2002                                  No.459平成14年�

¡
町制
施行30周年¡

野付湾の夜明け�

　静寂の野付湾に太陽が昇る、感動の瞬間である。この時間から海は活動�
を始める、エンジン音を響かせてホタテ漁船がこの画面の中に入ってくる。�



21

町
民
の
皆
様
、
そ
し
て
暖
か
い
ご
支
援
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
札
幌
ふ
る
さ
と
会
、
東
京

ふ
る
さ
と
会
の
皆
様
、
輝
か
し
い
新
年
を
ご
家

族
の
皆
様
と
共
に
、
ご
健
勝
で
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
存
じ
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
町
制
施
行
三
十
周
年
の
記
念
す
べ
き

年
で
あ
り
、
ま
た
十
数
年
来
の
懸
案
で
あ
り
ま

し
た
役
場
庁
舎
の
新
築
落
成
が
実
現
し
、
新
た

な
町
の
歴
史
が
は
じ
ま
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。十

月
二
十
五
日
に
、
さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
先
輩
諸
氏
に
心
か
ら
感
謝
す
る
記
念

式
典
と
新
庁
舎
落
成
式
を
行
い
、
新
し
い
庁
舎

で
の
業
務
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
新
庁
舎
で
の
業
務
開
始
に
あ
た
り
職
員

に
対
し
、
新
し
い
時
代
で
の
意
識
改
革
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
合
い
言
葉
を
「
よ
り
早
く
・
よ

り
安
く
・
よ
り
優
し
く
」
を
徹
底
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

新
し
い
感
性
で
、
町
民
の
皆
様
に
一
層
の
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
九
月
、
世
界
的
な
出
来
事
と
し
て
、
ア

メ
リ
カ
に
於
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
が
発
生

し
ま
し
た
。
一
瞬
に
し
て
多
く
の
犠
牲
者
を
出

し
た
極
め
て
凶
悪
な
事
件
で
あ
り
ま
す
が
、
更

に
こ
の
事
件
は
世
界
経
済
に
も
暗
い
陰
を
落
と

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
我

が
国
も
国
際
平
和
に
貢
献
す
る
新
し
い
時
代
に

入
り
ま
し
た
。

日
本
経
済
も
一
段
と
不
況
・
デ
フ
レ
の
様
相

を
呈
し
て
お
り
ま
す
が
、
第
一
次
産
業
の
町
で

あ
る
当
町
は
、昨
年
は
じ
め
か
ら
よ
う
や
く「
食

中
毒
事
件
」「
口
蹄
疫
発
生
」
な
ど
が
鎮
静
化
し
、

事
実
上
の
夏
が
無
か
っ
た
よ
う
な
気
候
で
あ
り

ま
し
た
が
、
牧
草
の
収
穫
、
牛
乳
、
個
体
価
格

と
も
に
安
定
水
準
を
保
ち
、
良
い
秋
を
迎
え
得

る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
九

月
に
北
海
道
産
の
乳
牛
か
ら
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛
海
綿

状
脳
症
）
が
発
生
、
更
に
十
一
月
に
は
道
内
で

二
頭
目
が
発
生
し
、
北
海
道
の
畜
産
は
深
刻
な

打
撃
を
受
け
、
牛
肉
消
費
が
激
減
し
て
、
肉
牛

向
け
個
体
の
供
給
地
域
で
あ
る
当
町
に
も
大
き

な
影
響
が
生
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

農
業
団
体
と
連
携
し
つ
つ
対
策
を
講
じ
て
来

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
国
の
対
応
が
後
手

に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
信
頼
の
回
復
に
は
相

当
の
期
間
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
酪

農
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

漁
業
は
、
大
宗
漁
業
で
あ
り
ま
す
秋
鮭
は
、

予
想
以
上
の
価
格
安
で
あ
り
ま
し
た
が
豊
漁
で

あ
り
、
ホ
タ
テ
に
つ
い
て
は
水
揚
げ
量
、
価
格

共
に
好
調
で
、
全
体
的
に
見
れ
ば
豊
漁
で
あ
っ

た
も
の
と
思
い
ま
す
。

商
工
業
、
観
光
は
不
況
の
影
響
を
直
接
受
け

深
刻
な
状
況
で
す
。

小
泉
内
閣
が
進
め
る
構
造
改
革
は
、
地
方
を

疲
弊
さ
せ
、
一
段
と
不
況
が
進
む
の
で
は
な
い

か
と
心
配
し
て
お
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
は
更
に
進
ん
で
来
ま
す
し
、「
ゴ

ミ
処
理
」
の
広
域
化
に
向
け
て
軌
道
に
乗
せ
る

方
向
性
を
確
立
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

時
代
を
担
う
子
ど
も
達
の
教
育
環
境
の
整
備

は
極
め
て
重
要
と
思
い
ま
す
。
当
町
の
風
土
に

応
じ
た
逞
し
い
人
材
を
育
て
る
た
め
、
生
涯
教

育
を
柱
と
し
て
地
域
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
世
紀
は
食
糧
と
環
境
が
最
大
の
テ
ー

マ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
テ
ー
マ
に
最
も
ふ

さ
わ
し
い
の
が
我
が
別
海
町
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
第
一
次
産
業
で
あ
る
酪
農
・
畜
産
・

漁
業
は
、
環
境
保
全
と
資
源
の
再
利
用
を
中
心

に
、
安
全
で
新
鮮
な
食
品
を
消
費
者
に
供
給
す

る
使
命
を
有
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て

そ
の
使
命
達
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

新
年
に
あ
た
り
、
あ
ま
り
明
る
い
話
題
の
な

い
の
が
残
念
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
厳
し
い
時

代
を
乗
り
越
え
て
、
明
る
い
未
来
を
皆
様
の
力

で
切
り
開
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
忘
れ
ず
、
町
民
皆
様

の
一
層
の
頑
張
り
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、
町
政
に

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し

て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新しい年を迎えて
別海町長　佐野　力三
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
頃
か
ら
暖
か
い
ご

支
援
と
ご
理
解
を
賜
わ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
町
制
施
行
三
十
周
年
と
役
場
新
庁
舎

落
成
記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ
、
本
町
の
歴
史

に
新
し
い
一
ペ
ー
ジ
が
加
わ
り
ま
し
た
。
本
町

の
発
展
は
、
幾
多
の
困
難
に
立
ち
向
か
っ
た
歴

代
の
町
長
を
始
め
関
係
機
関
並
び
に
町
民
の
皆

さ
ん
の
努
力
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。
改
め
て
関

係
の
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
二

十
一
世
紀
も
さ
ら
に
繁
栄
を
続
け
、
次
の
世
代

に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
意
を
強
く

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
ア
メ
リ
カ
中
枢
同
時
多
発
テ
ロ
や
日

本
で
初
め
て
発
生
し
た
狂
牛
病
（
牛
海
綿
状
脳

症
）、そ
し
て
大
阪
府
池
田
市
の
小
学
校
児
童
殺

傷
事
件
な
ど
は
、
私
ど
も
に
「
安
心
」
と
「
安

全
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
改
め
て
問
い
か
け

て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
り
わ
け

狂
牛
病
は
、
食
べ
物
の
安
全
性
の
面
か
ら
消
費

者
に
不
安
感
が
生
ま
れ
牛
肉
の
消
費
低
迷
や
個

体
価
格
の
下
落
を
招
き
、
酪
農
畜
産
業
の
経
営

に
大
き
な
打
撃
と
な
り
、
諸
問
題
が
提
起
さ
れ

た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
小
泉
内
閣
の
「
聖
域
な
き
構
造
改
革
」

は
、
地
方
交
付
税
や
地
方
財
政
計
画
の
改
革
、

そ
し
て
市
町
村
合
併
の
推
進
な
ど
を
掲
げ
て
地

方
と
一
体
と
な
っ
た
構
造
改
革
が
進
め
ら
れ
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。
地
方
交
付
税
や
国
庫
補

助
金
へ
の
依
存
が
高
い
本
町
に
と
っ
て
大
変
重

要
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
で
地
域
福
祉
対
策
や
生
活
基
盤
整
備
、
資
源

循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
た
環
境
対
策
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
行
政
需
要
を
抱
え
て
お
り
、
い
か

に
し
て
必
要
財
源
を
確
保
し
て
個
性
豊
か
で
活

力
あ
る
地
域
の
発
展
へ
導
く
か
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
十
四
年
度
は
自
己

財
源
の
乏
し
い
本
町
に
と
っ
て
、
転
換
期
を
迎

え
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
知

恵
と
工
夫
に
よ
っ
て
地
域
の
活
性
化
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
が
、
私
ど
も
議
会
も
含
め
て
町

民
の
皆
さ
ん
も
改
め
て
本
町
の
将
来
に
つ
い
て

お
考
え
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

日
本
経
済
は
、
戦
後
長
く
続
い
た
経
済
発
展

の
中
で
は
経
験
の
し
た
こ
と
の
な
い
デ
フ
レ
な

ど
、
新
し
い
経
済
現
象
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
昨
年
の
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
酪
農
は
、
生
乳
生
産
は
順
調
に
推
移
し
た
も

の
の
、
狂
牛
病
の
発
生
に
よ
り
個
体
取
引
量
・

販
売
価
格
の
低
迷
が
農
家
経
済
を
直
撃
し
ま
し

た
。
行
政
・
農
協
・
農
家
が
一
体
と
な
っ
た
対

策
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

口
蹄
疫
や
食
中
毒
事
件
な
ど
次
々
と
酪
農
を
取

り
巻
く
事
件
が
相
次
ぎ
、
酪
農
関
係
者
の
ご
心

痛
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
日
も
早
い
問
題
解
決
と
消
費
者
の
信
頼
回
復

を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
方
水
産
業
は
、
大
宗
を
な
す
秋
サ
ケ
は
漁

獲
量
に
恵
ま
れ
た
も
の
の
価
格
低
迷
が
続
き
ま

し
た
。
期
待
が
大
き
い
だ
け
に
漁
業
関
係
者
の

落
胆
は
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

育
て
る
漁
業
へ
の
取
り
組
み
や
漁
獲
物
の
鮮
度

確
保
な
ど
に
努
力
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
漁
業
関

係
者
の
姿
を
見
る
時
、
今
年
こ
そ
は
安
定
価
格

で
推
移
す
る
よ
う
に
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

商
工
業
も
公
共
事
業
の
削
減
や
消
費
者
の
町

外
流
失
な
ど
で
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
改
め
て

産
業
振
興
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意

を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
本
町
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
環

境
も
完
全
学
校
週
休
二
日
制
導
入
で
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
文
化
や
伝

統
を
大
切
に
し
、
創
造
性
豊
か
な
人
間
と
し
て

成
長
す
る
た
め
に
学
校
・
地
域
・
家
庭
が
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
を
今
後
も
支
援
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
私
ど
も
議
員
も
今
年
が
任
期

四
年
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
今
年
は
地
方
自
治

法
の
改
正
に
よ
り
議
員
定
数
削
減
問
題
に
直
面

し
て
お
り
ま
す
。
住
民
の
代
表
機
関
と
し
て
の

機
能
や
議
会
審
議
な
ど
に
つ
い
て
十
分
検
証
し

て
、
慎
重
に
検
討
し
た
上
で
結
論
を
出
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
分
権
の
推

移
に
伴
っ
て
自
己
決
定
と
自
己
責
任
が
強
く
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
合
わ

せ
て
情
報
公
開
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

議
会
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
新
議
場
の
完
成
に
よ
っ
て
、
一
般
質
問
の

方
法
や
モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
に
よ
る
放
送
な
ど
こ

れ
ま
で
に
な
い
取
り
組
み
も
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
に
更
に
民
意
を
反
映
し
た
活
発
な

議
論
の
展
開
を
目
指
し
、
町
民
か
ら
信
頼
さ
れ

る
議
会
を
信
条
と
し
て
今
後
も
取
り
組
ん
で
行

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
健
勝

と
、
本
年
が
希
望
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
年
と

な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
私
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

年頭のごあいさつ
別海町議会議長　小原　長俊
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▼
文
化
賞
（
芸
術
）

○
松
葉
　
ヨ
シ
さ
ん

大
正
九
年
十
一
月
二
十
四
日
生

別
海
川
上
町
１
３
８
番
地
１
２

松
葉
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
二
年
華
道
「
池

坊
」
に
入
門
。
華
道
普
及
の
た
め
上
風
連
・

別
海
に
「
芳
香
会
」
を
設
立
。
Ｏ
Ｌ
や
酪
農

家
の
女
性
に
華
道
を
指
導
し
、
後
継
者
を
育

成
。
長
年
に
わ
た
っ
て
公
民
館
行
事
や
文
化

祭
等
に
積
極
的
に
参
加
す
る
と
共
に
、
本
町

の
芸
術
文
化
活
動
の
普
及
発
展
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
が
認
め
ら
れ
平
成
四
年
に
別
海
町
文

化
奨
励
賞
を
受
賞
。

三
十
年
以
上
に
わ
た
る
華
道
一
筋
の
活
動

は
他
の
模
範
で
あ
り
、
本
町
の
芸
術
文
化
振

興
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

▼
文
化
奨
励
賞
（
芸
術
）

○
表
筅
会
（
代
表
　
臼
井
美
代
子
）

中
西
別
１
７
６
番
地
　
会
員
十
一
名

昭
和
六
十
年
、
酪
農
家
主
婦
十
二
名
で
会

を
結
成
。
中
西
別
分
館
が
主
催
す
る
さ
つ
き

ま
つ
り
や
地
域
文
化
祭
に
積
極
的
に
参
画
し
、

十
五
年
間
地
道
に
活
動
し
て
き
た
功
績
が
認

め
ら
れ
、
平
成
十
三
年
四
月
に
別
海
町
文
化

連
盟
表
彰
を
受
賞
。

地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
活
動
は
他
の
模
範

で
あ
り
、
本
町
の
芸
術
文
化
活
動
の
普
及
発

展
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

○
山
崎
　
秀
雄
さ
ん

昭
和
十
一
年
一
月
五
日
生

西
春
別
駅
前
寿
町
１
３
５
番
地

昭
和
五
十
九
年
八
月
に
、
町
民
の
健
康
づ

く
り
を
推
進
の
た
め
、
地
域
住
民
に
呼
び
か

け
別
海
町
ラ
ジ
オ
体
操
会
を
設
立
。「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

全
国
ラ
ジ
オ
体
操
」
の
開
催
や
冬
期
間
の
ラ

ジ
オ
体
操
も
日
常
化
さ
せ
る
等
、
健
康
づ
く

り
に
対
す
る
町
民
意
識
の
高
揚
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
西
春
別
に
平
成
九
年
、
西

春
別
ラ
ジ
オ
体
操
会
を
設
立
。
ラ
ジ
オ
体
操

を
通
し
て
、
町
民
に
活
力
を
与
え
ま
し
た
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者

別
海
町
優
秀
選
手

◯
郷
茉
瑠
那
さ
ん

上
西
春
別
小
学
校
六
年

／
第
五
回
全
国
小
学
生
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

ス
プ
リ
ン
ト
選
手
権
大
会
　
小
学
校
五
年
女

子
総
合
の
部
優
勝

◯
相
澤
幸
輝
さ
ん

道
立
釧
路
商
業
高
校
一

年
／
平
成
十
二
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会

第
二
十
一
回
全
国
ス
ケ
ー
ト
・
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
大
会
　
男
子
五
千
メ
ー
ト
ル
　
優
勝

男
子
三
千
メ
ー
ト
ル
　
四
位

◯
宮
越
奈
帆
さ
ん

別
海
中
央
中
学
校
三
年

／
平
成
十
二
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会
第

二
十
一
回
全
国
ス
ケ
ー
ト
・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ

ー
大
会
　
女
子
千
五
百
メ
ー
ト
ル
　
三
位

女
子
千
メ
ー
ト
ル
　
四
位

◯
川
崎
み
な
み
さ
ん

別
海
中
央
中
学
校
三

年
／
平
成
十
二
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会

第
二
十
一
回
全
国
ス
ケ
ー
ト
・
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
大
会
　
女
子
三
千
メ
ー
ト
ル
　
三
位

◯
上
田
志
樹
さ
ん

中
西
別
中
学
校
三
年
／

平
成
十
二
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会
第
二

十
一
回
全
国
ス
ケ
ー
ト
・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

大
会
　
男
子
五
百
メ
ー
ト
ル
　
五
位

◯
郷
亜
里
砂
さ
ん

上
西
春
別
中
学
校
二
年

／
第
二
十
三
回
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
大
会
　
中
学
女
子
千

メ
ー
ト
ル
　
優
勝

◯
中
鉢
優
香
さ
ん

道
立
別
海
高
校
三
年
／

第
二
十
六
回
北
海
道
高
等
学
校
空
手
道
選
手

権
大
会
兼
第
二
十
八
回
全
国
高
等
学
校
空
手

道
選
手
権
大
会
予
選
会
　
女
子
個
人
　
組
手

の
部
　
優
勝

◯
飯
田
雄
二
さ
ん

上
春
別
中
学
校
教
諭
／

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
０
１
男
子

三
十
五
歳
〜
四
十
四
歳
の
部
八
百
メ
ー
ト
ル

三
位

◯
北
海
道
別
海
高
等
学
校
定
時
制
女
子
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部

第
二
十
八
回
全
国
高
等
学
校

定
時
制
通
信
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
女
子

の
部
）
準
優
勝

◯
別
海
中
央
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
部
（
女
子
）

平
成
十
二
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会
第
二

十
一
回
全
国
ス
ケ
ー
ト
・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

大
会
　
女
子
団
体
　
三
位

◯
北
海
道
別
海
高
等
学
校
空
手
道
部

第
十

八
回
北
海
道
高
等
学
校
空
手
道
選
抜
大
会

女
子
団
体
組
手
の
部
　
優
勝
、
第
二
十
六
回

北
海
道
高
等
学
校
空
手
道
選
手
権
大
会
　
女

子
団
体
組
手
の
部
　
優
勝

町
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
「
平
成
十
三
年
度
別
海
町
文
化
賞
・

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰
式
」
が
十
一
月
二
十
六
日
、
役
場
一
階
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
文
化
賞
に
一
名
、
文
化
奨
励
賞
に
一
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
に
一
名
、
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
優
秀

選
手
賞
に
八
個
人
・
三
団
体
が
表
彰
さ
れ
、
平
賀
教
育
委
員
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
盾
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

別
海
町
文
化
賞
・

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰
式
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NEWSまちのできごと�まちのできごと�

1

町
内
の
障
害
児
学
級
が

集
ま
っ
て
餅
つ
き
大
会

十
二
月
十
二
日
、
別
海
中
央
小

学
校
で
別
海
町
障
害
児
学
級
合
同

餅
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
餅
つ
き
は
、
町
内
の
障
害

児
学
級
児
童
・
生
徒
、
父
母
・
教

諭
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

会
場
で
は
児
童
・
生
徒
が
順
番

に
餅
つ
き
を
し
、
つ
く
餅
を
見
な

が
ら
、
児
童
は
「
お
い
し
そ
う
だ

ね
」
と
真
っ
白
な
餅
に
う
っ
と
り

し
て
い
ま
し
た
。
つ
い
た
餅
は
み

ん
な
で
小
さ
く
丸
め
、
団
子
や
雑

煮
に
し
て
昼
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

児
童
・
生
徒
は
ち
ょ
っ
と
早
い

正
月
気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
二
日
、
役
場
庁
舎

大
会
議
室
で
第
三
回
目
の
平
成
十

三
年
度
別
海
町
優
良
勤
労
者
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
式
は
、
町
内
の
全
企

業
に
従
事
す
る
二
十
年
以
上
の
勤

労
者
を
対
象
に
、
勤
労
に
励
ん
だ

方
を
激
励
し
勤
労
意
欲
の
喚
起
を

促
し
、
町
の
振
興
発
展
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
七
人
が
表
彰
さ
れ
、

奥
田
助
役
か
ら
表
彰
楯
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
、

浦
山
宏
一
さ
ん
は
「
私
た
ち
の
お

か
れ
て
い
る
経
済
環
境
や
生
活
環

境
は
、
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し

て
き
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
の
表

彰
を
契
機
と
し
、
心
を
新
た
に
し
、

尚
一
層
の
努
力
を
重
ね
勤
労
に
励

む
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

今
回
受
賞
さ
れ
た
方
は
、
井
上

政
雄
さ
ん
（
別
海
緑
町
・
㈱
別
海

清
掃
セ
ン
タ
ー
）、猪
俣
健
児
さ
ん

（
別
海
・
㈲
ボ
デ
ー
シ
ョ
ッ
プ
ス
ズ

キ
）、
浦
山
宏
一
さ
ん
（
上
春
別
・

酪
農
業
）、
木
村
一
子
さ
ん（
別
海

川
上
町
・
㈱
別
海
清
掃
セ
ン
タ
ー
）、

西
原
浩
さ
ん
（
美
原
・
酪
農
業
）、

番
屋
勝
義
さ
ん
（
別
海
緑
町
・
㈱

別
海
）、
山
口
ふ
み
子
さ
ん（
尾
岱

沼
岬
町
・
㈱
大
隅
商
店
）

空
の
散
歩
を
満
喫

十
月
十
四
日
、
別
海
フ
ラ
イ
ト

パ
ー
ク
の
ク
ラ
ブ
、「
鳥
に
な
り
た

い
会
」
の
自
主
計
画
で
別
海
町
民

を
対
象
と
し
た
体
験
搭
乗
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
風
が
強
く
時
折
雨
が
降

る
不
安
定
な
天
気
で
し
た
が
、
ち

ょ
う
ど
紅
葉
が
進
ん
だ
中
、
更
に

虹
が
出
て
い
る
な
ど
壮
大
な
風
景

の
中
、
体
験
搭
乗
に
よ
る
空
の
散

歩
を
満
喫
さ
れ
ま
し
た
。

搭
乗
し
た
方
々
に
お
願
い
し
た

感
想
文
は
、
別
海
フ
ラ
イ
ト
パ
ー

ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.d3.dion.jp/

〜cosm
os

98/

）
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

別
海
町
優
良
勤
労
者
表
彰
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奥山　七松さん
別海131 明治44年12月５日生

鹿股　政雄さん
泉川３　明治44年11月25日生

横山吉三郎さん
別海318 明治44年11月20日生

町内在住で90歳を迎える方を
祝う「別海町長寿賞」を次の
方々が受賞し、記念品を添えて
手渡されました。

故
岡
田
勝
氏
に
「
勲
五
等
瑞
寶
章
」

十
一
月
三
十
日
、
元
収
入
役
の
故
岡
田
勝
さ

ん
に
対
す
る
特
別
叙
勲
の
勲
五
等
瑞
寶
章
の
伝

達
式
が
役
場
庁
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

岡
田
さ
ん
は
、
昭
和
十
六
年
に
別
海
村
に
奉

職
。
昭
和
四
十
二
年
に
収
入
役
に
就
任
。
以
来

三
期
十
二
年
の
長
き
に
わ
た
り
町
（
村
）
長
を

補
佐
し
、
別
海
町
の
伸
展
と
教
育
文
化
の
振
興
、

財
政
基
盤
等
の
充
実
に
熱
意
を
持
っ
て
献
身
、

尽
力
さ
れ
ま
し

た
。伝

達
式
で
は

能
田
根
室
支
庁

長
か
ら
次
男
の

篤
さ
ん
に
勲
記

及
び
勲
章
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

故
松
本
正
雄
氏
に
「
正
六
位
」

十
二
月
十
三
日
、

元
別
海
町
（
村
）

議
会
議
長
の
故
松

本
正
雄
さ
ん
に
対

す
る
特
旨
叙
位
の

「
正
六
位
」
の
伝

達
が
役
場
庁
議
室

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

松
本
正
雄
さ
ん

は
、
昭
和
三
十
年

か
ら
昭
和
六
十
二

年
ま
で
七
期
二
十
八
年
間
、
別
海
町
（
村
）
議

会
議
員
に
在
職
し
、
昭
和
四
十
二
年
か
ら
は
副

議
長
、
昭
和
四
十
四
年
か
ら
の
十
三
年
余
を
議

長
と
し
て
重
責
を
全
う
し
、
円
滑
な
議
会
運
営

を
行
い
地
方
自
治
の
伸
展
と
本
町
産
業
の
振
興
、

住
民
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

伝
達
式
で
は
能
田
根
室
支
庁
長
か
ら
長
男
の

敏
悦
さ
ん
に
位
記
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

よ
い
こ
の
み
ん
な
に

王
様
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

町
内
の
酪
農
家
で
つ
く
る
別
海
ミ
ル
ク
王
国

（
佐
々
木
茂
成
国
王
）は
、
十
二
月
十
日
か
ら
十

四
日
ま
で
、
町
内
の
保
育
園
や
幼
稚
園
を
訪
問

し
、
牛
乳
の
Ｐ
Ｒ
を
か
ね
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し

ま
し
た
。

こ
の
訪
問
は
今
年
で
十
三
回
目
。
佐
々
木
国

王
が
王
冠
に
マ
ン
ト
の
姿
で
、
各
保
育
園
や
幼

稚
園
を
訪
問
し
、

「
牛
乳
を
い
っ

ぱ
い
飲
ん
で
元

気
に
な
ろ
う
」

と
園
児
に
呼
び

か
け
な
が
ら
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
や

文
房
具
を
園
児

一
人
ひ
と
り
に

手
渡
し
ま
し
た
。
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第25回別海町少年少女及び　
第13回別海町読書感想文
コンクール作品募集

図書館では、小中学生と高校生、
一般町民の皆さんの読書感想文コンクールの作品を
募集しています。
心に残った一冊を感想文にまとめてお寄せくださ

い。
◯小中学生の部／学校ごとに応募してください。
◯高校生の部／別海高校生・町内在住の高校生が対

象
◯一般の部／町内在住の一般成人の方が対象
◯対象図書／自由（雑誌を除く）
◯締切／２月２日g

◯応募先／別海町図書館及び移動図書館車はくちょ
う２世号で受け付けます。

◯賞及び賞品／入賞者には賞状と賞品、入賞者を除
く応募者全員に記念品を贈ります。

◯入賞発表／２月中旬に応募者全員にお知らせする
ほか、広報べつかい３月号、北海道新聞に発表し
ます。なお、入賞作品をまとめた文集を３月中旬
に発行します。

◯その他／応募用紙、詳しい募集要項は図書館、移
動図書館、各公民館、役場支所・出張所にありま
す。また、昨年までの文集が図書館にありますの
で、参考にしてください。

読書サークル東雲から大型絵本

読書サークル東雲主催で開催された第34回古本市
の売り上げ金で大型絵本「そらまめくんのベッド」
が寄贈されました。
大型絵本は、貸

し出しできません
が、館内でいつで
も見ることができ
ますので、ぜひお
子さんといっしょ
にお楽しみくださ
い。

「どんぐり」からの贈り物

読み聞かせボランティア「どんぐり」から大型絵本
「きょだいなきょだいな」が寄贈されました。
「どんぐり」は

平成13年度優良読
書グループで北海
道表彰され、その
副賞として贈られ
た図書券で大型絵
本を寄贈してくだ
さいました。

図書館
通信

平成14年度奨学生募集のお知らせ
町教育委員会では、別海町奨学資金貸付条例に基づき、平成14年度の奨学生を募集しています。ご希望の

方は、平成14年３月25日bまでに学校教育課へ申し込み下さい。
〈資格・要件〉
○別海町の住民であり、学資金の支弁が困難と認められるもの
○医科大学または、教員養成大学の在学・合格者
○特殊な技能教育または、専門教育で適当と認められる学校の在学・合格者
○看護学校または、看護婦養成所の在学・合格者
○前記以外の大学などで適当と認められる学校の在学・合格者

〈必要書類〉
○奨学資金貸付申請書、家庭状況調査書、推薦書、合格通知書の写しまたは在学証明書

〈貸付額〉
○大学・短期大学・専門学校などは１人月額２万円または３万円（選択）

問い合わせ／学校教育課（内線3611）

　11月に実施した蔵書点検で、図書館の中の本を調べた結果、１年間�
で500冊もの本が紛失していることがわかりました。�
　これらの紛失の本は利用者がカウンターで貸し出しを受けずに持ち�
帰ったものと考えられます。１冊くらいならという軽い気持ちがこの�
結果になっています。�
　図書館の本は皆さんの税金で買った本ですので、必ずカウンターで�
貸し出しを受けてください。�
�



ゆう  た�

藤谷　悠太くん�
（和光）�

こう  じ�

森　　幸司くん�
（直人）�

平澤二千花ちゃん�
（大司）�

に　ち　か�

さ  つき�

佐藤　皐月ちゃん�
（久志）�

あ　ゆ　み   

永江亜由未ちゃん�
（靖弘）�

こう  き 

菊地　洸希くん�
（憲一）�

な　ほ  

勝木　菜穂ちゃん�
（功）�

戸田ほのかちゃん�
（伸一）�

りょう�

宮前　　椋くん�
（武）�

チ� ビ� ッ� コ�

※12月12日　町民保健センターで撮影　（　）内は保護者名�

６ヵ月健診－�

8

１月診療案内�
町立別海病院�

1

　　　　　小児神経外来�

１月11日f�

　　担当医師　札幌医大　舘　　延忠助教授�

�

　　　　　耳 鼻 咽 喉 科�

１月７日b～１月８日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　耳鼻咽喉科医師�

１月21日b～１月22日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　耳鼻咽喉科医師�

�

　　　　　皮　　膚　　科�

１月10日e～１月11日f午前�

　　　担当医師　札幌医大　近藤　靖児医師�

１月24日e～１月25日f午前         �

　　　担当医師　札幌医大　米田　明弘医師�

�

　　　　　外科・整形外科�

　外科診療は、毎日午前のみ診療しています。�

整形外科診療は、毎日午後のみ診療していま�

す。薬は、診療時だけしか処方せんが出ませ�

んので注意願います。�

�

　　　 携帯電話の使用について�

　携帯電話は、病院内の医用電気機器に影響�

を及ぼす場合がありますので、病院内では電�

源を切ってください。�

�

　  　  年末年始の診療について�

　12月29日gから１月６日aまで、通常の外�

来診療はお休みですが、救急診療は行ってい�

ますので、具合が悪くなったり、ケガをされ�

ましたら病院にご連絡ください。�

問い合わせ�
町立別海病院事務課総務担当  15-2311（内線201）  



じゅ  ら�

伊藤　樹蘭くん�
（和樹）�

たくみ�

北浦　　巧くん�
（香）�

りょう ま�り　く�

西村　綾馬くん�
（匡史）�

秋田　理玖くん�
（真哉）�

けい  と�

関矢　渓人くん�
（泰朗）�

いろ  は�

前田　色葉ちゃん�
（利彦）�

かける�

大堀　　架くん�
（　）�

ま　お�

福田　茉央ちゃん�
（浩之）�

ひで  き�

井澤　秀希くん�
（秀勝）�

すみれ�

松岡　　菫ちゃん�
（英樹）�

－１歳６

9 1

２月の保健業務予定�

問い合わせ／町民保健センター（15-0359）�

日�曜日� 予定内容� 場　　所� 時　　間�

4�

5�

〃�

6�

7�

12�

13�

14�

19�

21�

26�

〃�

27�

28

月�

火�

〃�

水�

木�

火�

水�

木�

火�

木�

火�

〃�

水�

木�

10：00～14：30�

10：00～11：30�

10：00～12：00�

12：30～13：00�

12：30～13：00�

10：00～12：00�
16：00～17：00�

10：00～11：30�

10：00～11：00�

12：30～13：00�

10：30～12：00�

10：00～11：30�
13：00～15：00�

11：00～12：30�

９：30～11：30�
13：00～15：30�

12：30～13：00

町民保健センター�

西春別ふれあいセンター�

母子健康センター�

町民保健センター�

町 立 別 海 病 院�

母子健康センター�

町民保健センター�

東 公 民 館�

町民保健センター�

母子健康センター�

西春別ふれあいセンター�

母子健康センター�

町民保健センター�

町 立 別 海 病 院�

乳 幼 児 相 談�

乳 幼 児 相 談�

母 親 教 室�

１ 才 半 健 診�

４ ヵ 月 健 診�

母 親 教 室�

1才3ヵ月歯磨き教室�

乳 幼 児 相 談�

３ 才 児 健 診�

母 親 教 室�

フ ッ 素 塗 布 �

母 親 教 室�

フ ッ 素 塗 布 �

４ ヵ 月 健 診�
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伝言板�伝言板�お知らせ�お知らせ�
別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　尾岱沼支所（01538）6-2166�
上風連出張所  5-7326　上春別出張所  5-6011�
�

別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　尾岱沼支所（01538）6-2166�
上風連出張所  5-7326　上春別出張所  5-6011�
�

別
海
町
生
涯
学
習
講
演
会

Ｓ
Ｔ
Ｖ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
「
中
西
章

一
さ
ん
」
を
迎
え
て
別
海
町
生
涯
学
習

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

◯
日
時
／
一
月
二
十
七
日
（
日
）
午
後

一
時
〜

◯
場
所
／
別
海
町
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館

◯
テ
ー
マ
／
「
こ
こ
ろ
の
財
布
」
忘
れ

か
け
て
い
る
今
の
時
代
に
必
要
な
こ
こ

ろ
の
中
身
と
は
Z

◯
入
場
料
／
無
料
（
百
五
十
席
限
定
）

◯
活
動
歴
／
「
ち
ょ
っ
と
和
久
井
の
二

時
で
す
よ
」、「
朝
六
ワ
イ
ド
」、「
ど
さ

ん
こ
ワ
イ
ド
２
１
２
」
等
の
テ
レ
ビ
活

動問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
メ
デ
ィ
ア
推

進
室
　
　
　
　
　
　（
内
線
２
５
１
１
）

別
海
町
酪
農
工
場
移
転
に
つ
い
て

別
海
１
３
２
―
２
（
農
漁
村
加
工
体

験
施
設
隣
）
に
建
設
中
の
別
海
町
新
酪

農
工
場
が
完
成
し
、
十
二
月
二
十
七
日

（
木
）
か
ら
新
工
場
に
て
業
務
を
開
始

い
た
し
ま
す
。

な
お
、
製
造
業
務
に
つ
い
て
は
一
月

十
日
（
木
）
か
ら
開
始
い
た
し
ま
す
。

今
ま
で
同
様
に
皆
様
の
ご
利
用
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
産
業
振
興
部
牛
乳
乳
製

品
課
（
酪
農
工
場
）

1
５
―
２
１
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
―
２
３
９
２

平
成
十
三
年
度

臨
時
種
畜
検
査
の
お
知
ら
せ

牛
及
び
馬
の
種
畜
検
査
が
行
わ
れ
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
一
月
十
八
日

（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◯
検
査
日
程

・
牛
／
二
月
二
十
一
日
（
木
）

・
馬
／
二
月
二
十
二
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
酪
農
畜
産

担
当
　
　
　
　
　
　（
内
線
１
４
１
７
）

人
権
擁
護
委
員
（
新
任
）

当
町
在
住
の
鈴
木
實
さ
ん
が
平
成
十

三
年
十
二
月
一
日
付
け
で
、
法
務
大
臣

よ
り
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

鈴
木
實
さ
ん
（
西
春
別
駅
前
西
町
１
２

２
番
地
　
1
７
―
２
３
７
６
）

別
海
町
障
害
児
学
級
合
同

「
ふ
れ
あ
い
作
品
展
」

今
年
で
八
回
目
の
障
害
児
学
級
合
同

「
ふ
れ
あ
い
作
品
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

町
内
小
・
中
学
校
十
一
校
の
障
害
児
学

級
の
子
ど
も
た
ち
が
一
年
間
取
り
組
ん

で
き
た
作
品
、
資
料
等
の
展
示
を
し
ま

す
。日

頃
、
障
害
児
学
級
の
子
ど
も
た
ち

の
作
品
に
触
れ
る
こ
と
が
少
な
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

○
日
時
・
場
所
／
二
月
一
日
（
金
）
〜

十
四
日
（
木
）
図
書
館
、
二
月
十
五
日

（
金
）
〜
二
十
一
日
（
木
）
東
公
民
館

国道234

至 中西別�
至 別海�釧路日産株式会社�

ギャラリー別海�
㈲実板金�

農
村
広
場�

コミュニティーセンター�

ソフトボール場�

キャンプ場�ミニ動物園�

農漁村加工�
体験施設�

新酪農工場�

スケート大会の�
お知らせ�

※詳細については、スポーツセンターへご連絡くだ�
　さい。（1５－２８８２）�
�

第24回山根杯新春スプリント大会�
１月３日e　町営スケートリンク（町スケート協会主催）�

第33回町民スケート大会�
１月20日a　町営スケートリンク（町体育協会主催）�

第21回西部地区スケート大会�
１月27日a　西春別スケートリンク（西春別駅前スケート協会主催）�

第18回東部地区スケート大会�
２月３日a　尾岱沼スケートリンク（スケート実行委員会主催）�

第22回別海ロータリー杯大会�
２月10日a　町営スケートリンク（別海ロータリークラブ主催）�

スケート大会の�
お知らせ�
第22回別海町体育協会長杯大会�第22回別海町体育協会長杯大会�

12月29日g　町営スケートリンク　町営スケートリンク（町体育協会主催）�12月29日g　町営スケートリンク（町体育協会主催）�
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町の花　センダイハギ�

障
害
者
情
報
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

北
海
道
で
は
、
重
度
の
視
覚
障
害
児

者
や
上
肢
不
自
由
児
者
の
方
に
対
し
、

情
報
機
器
（
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
）
を
使
用
す
る
際
に
必
要
な
周
辺
機

器
や
ソ
フ
ト
を
購
入
す
る
た
め
の
一
部

を
補
助
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

○
対
象
者
／
道
内
に
在
住
の
視
覚
障
害

者
一
級
・
二
級
又
は
上
肢
不
自
由
一

級
・
二
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持

し
て
い
る
方

○
対
象
品
／
視
覚
障
害
者
用
ワ
ー
プ
ロ

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
、
画
面
拡

大
ソ
フ
ト
、
画
面
音
声
化
ソ
フ
ト
、
イ

ン
テ
リ
キ
ー
、
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

ど○
補
助
額
／
購
入
に
要
し
た
費
用
の
三

分
の
二
以
内
（
十
万
円
限
度
）

問
い
合
わ
せ
／
根
室
支
庁
社
会
福
祉
課

地
域
福
祉
係
（
1
０
１
５
３
２
―
３
―

６
１
３
１
内
線
２
２
８
４
）

健
康
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
事
業
を
実
施
し
ま
す

○
目
的
／
各
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
健

康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
市
町

村
や
地
域
の
団
体
等
が
実
施
す
る
各
種

健
康
づ
く
り
事
業
に
対
し
、
中
標
津
保

健
所
で
選
定
し
た
健
康
づ
く
り
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
派
遣
し
、
地
域
の
健
康
づ
く

り
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

○
内
容
／
中
標
津
保
健
所
管
内
で
健
康

づ
く
り
に
関
し
て
積
極
的
な
活
動
を
行

っ
て
い
る
関
係
団
体
等
の
中
か
ら
、
健

康
づ
く
り
の
講
師
や
指
導
者
と
し
て
適

任
者
を「
健
康
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

に
委
嘱
し
、
市
町
村
や
地
域
の
団
体
が

実
施
す
る
健
康
づ
く
り
教
室
な
ど
の
講

師
と
し
て
要
請
に
基
づ
き
派
遣
し
ま

す
。

○
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
所
属
・
氏
名
・
担

当
分
野
／
町
立
中
標
津
病
院
院
長
兼
中

標
津
保
健
セ
ン
タ
ー
長
・
栗
林
弘
氏

介
護
・
健
康
づ
く
り
全
般
、
中
標
津
総

合
歯
科
診
療
所
理
事
長
・
内
藤
敢
氏
・

歯
科
保
健
、
サ
ン
薬
局
・
取
締
役
会
長

水
口
武
氏
・
薬

○
経
費
／
講
師
謝
金
、
交
通
費
、
宿
泊

費
等
に
つ
い
て
は
、
中
標
津
保
健
所
で

負
担
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／
中
標
津
保

健
所
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

1
２
―
２
１
６
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
―
６
８
９
４

ヒーター�

不凍帯�

水道管の凍結にご注意Y�

　寒さも一段と厳しい時期となり、給水栓内の水を落とさ
ないと凍結してしまいます。日中でも長い時間水を使わな
い時や、おやすみ前には、必ず水を落としてください。�
※水を落とす時�
　蛇口を開いて水を出したまま、水抜栓のハンドルを閉じ �
　 てください。�
※水を出す時�
　蛇口を開いたまま、水抜栓のハン�
　ドルを開いてください。�
¡万一凍結した場合は、最寄りの給�
　水工事指定店へ連絡し、補修して�
　ください。�

蛇口� ツマミ�

給
水
栓
�

水
抜
栓
�

立
上
り
�

◎水洗トイレの凍結に注意を�
　別海町のような寒冷地では、水洗トイレが日中でも
凍結し、破損することがあります。�
　長期間家を空けるときは、便器についている電熱ヒ
ーターのコンセントを差し込んだままにしておき、水
抜栓で水落としをしてタンクの中を空にしておくこと
が凍結防止の安全な方法です。�
　また停電時の対策としては不凍液
を防臭装置部（便器内の水のたまっ
ているところ）に入れる方法もあり
ます。�
　排水が詰まったり、凍結したとき
は次の指定工事店で修理してくださ
い。�

　会　社　名�
共 和 水 道 ㈱�
阪 口 水 道�
㈲北栄設備工業�
㈲星山設備工業�
豊 明 工 業 ㈱ �
㈲ 細 谷 設 備 �

　　所　　在　　地�
別海142�
中春別南町9-16�
別海113番地1�
別海常盤町97�
中標津町東30条北7丁目36�
中標津町計根別本通東5丁目5番地�

  電話番号�
５－２３６２�
６－２９７７�
５－３４９８�
５－３９６８�
３－５６９３�
８－２６２６�

　会　社　名�
㈲住友設備工業�
協和建設工業㈱�
畠 沢 工 業 ㈱ �
中島電器商会設備工事部�
㈱ 高 橋 工 業 �
㈱ ほ っ け ん �
㈱ 竹 崎 工 業�

　　所　　在　　地�
西春別駅前栄町64�
別海旭町131�
別海緑町67-2�
別海旭町14�
中春別西町6�
別海常盤町84-6�
西春別駅前錦町200

  電話番号�
７－２４６３�
５－２２４０�
５－２４２３�
５－２５１３�
６－２０４６�
５－２２３６�
７－２１４４�

指
定
工
事
店
一
覧
表�

快適生活・下水道�
�
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おめでた・おくやみ�
（11月１日から11月30日届出分まで）�
　　　　　　　　お誕生おめでとう�
　　　　　　　　　　　 （保護者）�
　u民部　歩夢ちゃん（男）和　也（中　西　別）�
　u新保　文規ちゃん（男）浩　勝（別　　　海）�
　u河原　志歩ちゃん（女）昭　彦（西春別駅前）�
　u齊藤　辰矢ちゃん（男）昇　一（走　古　丹）�
　u加藤　祐輝ちゃん（男）真　純（美　　　原）�
　u大石　優人ちゃん（男）拓　司（別　　　海）�
　u大隅　望夢ちゃん（女）啓　年（尾　岱　沼）�
　u大隅　啓徳ちゃん（男）啓　年（尾　岱　沼）�
　u大隅　夢奈ちゃん（女）啓　年（尾　岱　沼）�
　u田村　倖也ちゃん（男）康　行（別　　　海）�
　u米井　琉稀ちゃん（男）勝　人（別　　　海）�
　u小山　慧人ちゃん（男）　繁　（別　　　海）�
　u佐藤圭一郎ちゃん（男）樹　裕（別　　　海）�
　u酒井　　瞬ちゃん（男）和　哉（別　　　海）�
　u上林　哲平ちゃん（男）憲　二（尾　岱　沼）�
　　　　　　　　ご結婚おめでとう�
　u米倉　智也・畑中まゆみさん　（西春別駅前）�
　u藪田　竹浩・新實　咲江さん　（上　風　連）�
　u中村　一男・我妻　久美さん　（別　　　海）�
　u大西　隆悟・吉野　恵美さん　（別　　　海）�
　u梅原　　訓・高橋恵美子さん　（別　　　海）�
　u水本　幸弘・大熊　茂美さん　（別　　　海）�
　u小野寺　剛・小松　和美さん　（西　春　別）�
　u浜名　繁朝・林　千恵美さん　（別　　　海）�
　u木下　大介・緒方久美子さん　（別　　　海）�
　u　島　静治・林　　祥恵さん　（別　　　海）�
　　　　　　　　お悔やみ申し上げます�
　s北島　勝美さん　（６８歳）　（床　　　丹）�
　s永田　　　さん　（７８歳）　（別　　　海）�
　s高橋　定雄さん　（７６歳）　（尾　岱　沼）�
　s櫻井　八郎さん　（８１歳）　（別　　　海）�
　s羽石アヤ子さん　（８６歳）　（上　春　別）�
　s熊坂　　治さん　（７５歳）　（大　　　成）�
　s佐藤甲子秋さん　（７７歳）　（上　春　別）�
　s民安　正子さん　（９７歳）　（別　　　海）�
　s飯塚　眞男さん　（７３歳）　（西　春　別）�
　s早坂　正雄さん　（８２歳）　（上　風　連）�
　s村井　富夫さん　（７０歳）　（別　　　海）�
　s鈴木　よねさん　（９７歳）　（上　春　別）�
　s金澤喜美子さん　（８８歳）　（中　西　別）�

郵
便
局
の
ミ
ニ
レ
タ
ー

町の花　センダイハギ�

年
始
の
郵
便
局
窓
口
の
ご
案
内

一
月
一
日
（
火
）
か
ら
三
日
（
木
）

ま
で
の
窓
口
の
取
り
扱
い
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◯
郵
便
／
九
時
〜
十
二
時
三
十
分
（
一

日
の
み
「
ゆ
う
ゆ
う
窓
口
」
扱
い
）

◯
為
替
貯
金
・
保
険
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
／
お
取

り
扱
い
し
ま
せ
ん
。

配
達
を
し
な
い
郵
便
局
の
窓
口
業
務

は
す
べ
て
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
成
人
へ
の

お
祝
い
に
は
レ
タ
ッ
ク
ス
で

レ
タ
ッ
ク
ス
は
あ
な
た
の
お
書
き
に

な
っ
た
文
字
や
イ
ラ
ス
ト
を
そ
っ
く
り

そ
の
ま
ま
相
手
に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、

心
の
こ
も
っ
た
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

な
お
、
お
金
も
同
時
に
送
ら
れ
る
マ

ネ
ー
レ
タ
ッ
ク
ス
や
贈
る
言
葉
に
花
束

を
添
え
て
お
届
け
す
る
フ
ラ
ワ
ー
レ
タ

ッ
ク
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
合
わ
せ
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

年
賀
状
で
住
所
録
の
整
理
を
Y

お
正
月
に
は
親
戚
や
友
人
、
知
人
か

ら
多
く
の
年
賀
状
を
受
け
取
ら
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
転
勤
や

転
居
な
ど
で
住
所
が
変
更
に
な
っ
て
い

る
方
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
こ
の
機
会
に
受
け
取
ら
れ
た
年
賀
状

を
も
と
に
住
所
録
の
整
理
を
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

小
型
船
舶
を
お
持
ち
の
皆
様
に

「
小
型
船
舶
の
登
録
に
関
す
る
法
律
」

が
成
立
し
ま
し
た
。（
平
成
十
四
年
四
月

一
日
施
行
）

船
舶
を
所
有
す
る
人
は
、
施
行
日
後

初
め
て
の
船
舶
検
査
ま
で
に
船
舶
の
所

有
権
を
公
証
す
る
た
め
の
登
録
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
総
ト
ン
数
二
十
ト

ン
未
満
の
小
型
船
舶
が
対
象
と
な
り
ま

す
が
、
漁
船
な
ど
対
象
に
な
ら
な
い
船

舶
も
あ
り
ま
す
。
都
道
府
県
か
ら
船
籍

票
の
交
付
を
受
け
て
い
る
船
舶
も
順
次

こ
の
法
律
に
よ
り
登
録
を
受
け
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

登
録
事
務
は
日
本
小
型
船
舶
検
査
機

構
が
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
日
本
小
型
船
舶
検
査
機

構
札
幌
支
部

（
1
０
１
１
―
２
６
１
―
３
８
８
５
）

送
配
電
線
と
の
釣
竿
・
凧
な
ど

と
の
接
近
・
接
触
事
故
防
止

送
配
電
線
と
の
接
近
・
接
触
に
よ
る

事
故
は
、
人
身
被
害
は
も
と
よ
り
広
範

囲
な
地
域
に
わ
た
っ
て
停
電
を
伴
い
、

社
会
的
な
混
乱
を
招
く
事
故
と
な
り
ま

す
。送

配
電
線
の
場
合
は
、
釣
竿
等
が
直

接
触
れ
な
く
て
も
接
近
す
る
だ
け
で
感

電
し
た
り
、
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
故
防
止
の
た
め
、
送
配

電
線
付
近
で
の
川
釣
り
や
凧
上
げ
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
、
釣
り
糸
や
凧
糸
が
引
っ
か

か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
糸
に
は
さ
わ
ら

ず
「
ほ
く
で
ん
」
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

連
絡
先
／
ほ
く
で
ん
中
標
津
電
力
所
送

電
課（
1
２
―
３
３
３
９
）、
中
標
津
営

業
所
（
1
２
―
２
０
１
０
）
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◆
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ご
家
族
で
楽
し
い
お
正
月

を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

皆
さ
ま
方
に
と
っ
て
本
年
も
良
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。
▽

今
年
も
「
広
報
べ
つ
か
い
」
の
ご
愛
読
、

ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
町
民
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
る
広
報

誌
を
お
届
け
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
何
卒
ご
意
見
、
ご
希
望
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
▽
例
年
よ
り
早
く
降
っ
た
雪

が
根
雪
と
な
り
毎
日
厳
し
い
寒
さ
が
続

い
て
い
ま
す
の
で
風
邪
を
な
ど
を
ひ
か

ぬ
よ
う
に
き
を
付
け
て
く
だ
さ
い（
Ｋ
）

◆
み
な
さ
ん
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
精
一
杯
が
ん
ば

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
常
生
活
に
は
イ
ヤ
な
こ
と
、
お
も

し
ろ
く
な
い
こ
と
、
め
ん
ど
う
く
さ
い

こ
と
、
数
々
あ
る
が
、
私
は
い
つ
も
ど

う
し
た
ら
楽
し
く
で
き
る
か
考
え
る
。

楽
し
く
な
く
グ
ダ
グ
ダ
や
っ
て
も
一
向

に
前
に
進
ま
な
い
。
そ
れ
に
周
り
に
も

雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
、
イ
ヤ
な
思
い
を

さ
せ
る
。
プ
ラ
ス
思
考
で
考
え
る
と
、

楽
し
く
な
っ
て
く
る
。
宝
く
じ
を
買
う

と
、
誰
も
が
買
っ
て
損
す
る
こ
と
よ
り

○
億
円
当
た
っ
た
こ
と
を
考
え
る
。
こ

れ
も
プ
ラ
ス
思
考
。
こ
ん
な
事
書
い
て

本
当
に
当
た
っ
た
ら
何
に
使
お
う
か
な
。

（
た
く
）

国�民�年�金�Q & A

ス
ピ
ー

ド

ダ
ウ
ン

シ

ー

ト
ベル
ト

「毎月15日は、道民交通安全の日です」�

新年に家族そろって�
無事故の誓い�
別海町の交通事故発生状況�
発生46件、死者６名、傷者55名�

前年同期比   （±０）　　　  （＋２）　    　（－13）　　 　�

（平成13年１月１日～12月17日）�

○20歳になったら必ず加入しましょう。
日本に住んでいる20歳以上60歳未満のすべての人

は、必ずいずれかの公的年金制度に加入することに
なっています。すでに就職して厚生年金か共済組合
等に加入している人を除き、20歳になったら国民年
金に加入することとなりますので国民年金担当窓口
で手続きをして下さい。
手続きが済むと年金手帳が発行され、以降第１号

被保険者として保険料を納めていくことになります。
あなたが納めた保険料は年金受給者に給付される年
金の財源となりますので、必ず納めるようにしてく
ださい。
○保険料の納付先の変更について
国民年金保険料は平成14年度から、国（社会保険

事務所）で直接取り扱うことになります。
これにより、平成14年度からは社会保険事務所よ

り送付される納付書で金融機関、郵便局、農協、漁
協等で納めていただくことになります。
現在「口座振替」で納めていただいている方は、

引き続き「口座振替」をご利用いただけることにな
っております。現在ご利用いただいていない方は、
ぜひ「口座振替」をご利用いただくようお願いいた
します。

社会保険事務相談所開設日
○日時／２月19日c 13時～17時
○会場／中標津経済センター
問い合わせ／国民年金担当（内線1225）

☆国民年金保険料の納付は、
安心・便利・確実な口座振替・自動払込でY

町の花　センダイハギ�

寄
　
付

・
別
海
町

▽
別
海
町
建
設
業
協
会
（
別
海
）
▽
別

海
町
建
設
業
協
会
二
十
一
世
紀
会
（
別

海
）
▽
宮
越
充
さ
ん
（
尾
岱
沼
潮
見
町
）

▽
河
合
正
一
さ
ん
（
中
春
別
南
町
）
▽

齊
藤
寛
さ
ん
（
西
春
別
）
▽
中
島
電
器

商
会
（
別
海
旭
町
）

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
翠
園

▽
西
春
別
小
学
校
（
西
春
別
宮
園
町
）

▽
安
部
新
一
さ
ん
（
別
海
常
盤
町
）

・
社
会
福
祉
協
議
会

▽
加
藤
征
一
さ
ん
（
別
海
）
▽
松
本
敏

悦
さ
ん（
本
別
）
▽
山
家
隆
志
さ
ん（
上

春
別
）
▽
羽
石
健
一
さ
ん
（
上
春
別
）

▽
熊
坂
ト
ヨ
子
さ
ん
（
大
成
）
▽
民
安

き
よ
さ
ん
（
別
海
新
栄
町
）
▽
早
坂
千

代
子
さ
ん
（
上
風
連
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

守
り
ま
す地域

の
安
全
１
１
０
番

一
月
一
〇
日
は
「
一
一
〇
番
の
日
」

事
件
・
事
故
で
あ
な
た
の
町
か
ら
一

般
加
入
電
話
で
一
一
〇
番
を
か
け
る
と

中
標
津
警
察
署
に
、
又
携
帯
電
話
で
は

釧
路
方
面
本
部
通
信
指
令
室
に
入
電
さ

れ
ま
す
の
で
、
必
ず
正
し
い
住
所
・
現

場
の
目
標
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
相
談
・
困
り
ご
と
は
専
用
電
話

０
１
５
４
―
２
３
―
９
１
１
０
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

中
標
津
警
察
署

訂
正
と
お
詫
び

広
報
べ
つ
か
い
十
二
月
号
「
お
め
で

た
・
お
く
や
み
」
の
お
悔
や
み
申
し
上

げ
ま
す
で
深
代
直
治
さ
ん
は
、
深
代
直●

司●

さ
ん
の
誤
り
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。
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こ
の
広
報
紙
に
は
森
林
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
�

（　）は前月比�


